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技能をみがき産茶の開発に努め定かなIIIJにいたしましょう。(町民出z;zより)
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竺竺空

災
害
見
舞
金
十
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
収
説
的
支
出
総
額
は
四
億
四
千
六
百
九

ま
す
。
ま
た
、
宮
町
下
橋
架
換
工
芯
山
口
万
九
千
円
に
、
問
易
水
道
会
計
で
は
、

凹
百
八
十
六
万
三
千
円
、
街
路
事
楽
用
停
車
場
南
通
り
似
配
水
伯
移
設
工
事
白

地
腕
入
費
、
物
件
補
償
資
六
百
八
十

九

に

百

八
十
万
四
千
同
が
追
加
さ
れ
.
予

万
五
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
羽
総
領
は
二
千
八
百
十
万
四
千
円
に
な

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
り
ま
し
た
。

市
町
村
道
整
備
卒
業
費
七
十
万
円
、
稲
二
千
七
百
十
六
万
七
千
円
‘
町
税

一
千

O
今
金
町
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

わ
ら
集
収
機
導
入
補
助
金
四
十
万
円
、
九
百
八
十
九
万
四
千
円
、
町
俄
八
百
七

等
徴
収
条
例
の
制
定

老
人
ク
ラ
ブ
備
品
購
入
費
四
十
万
円
十
万
肉
、
逃
支
山
室

一百
七
十
凶
万
六
国
営
北
部
愉
山
か
ん
ば
い
事
業
な
ど

虫
水
道
特
別
会
計
幣
峯
九
十
万
二

千
円
、
初
収
入
二
百
五
+
万
向
な
ど
が
の
岡
常
事
業
は
地
元
町
長
が
負
船
団
体

千
円
、
金
原
都
世
間
会
館
設
世
補
助
金
+
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

と

な

り
、
町
が
事
業
に
参
加
す
る
受
益

万
全
、
今
金
短
期
内
刷
業
大
学
設
置
補
助

O
特
別
会
計
補
正
予
算

関
係
者
か
ら
負
旭
金
及
び
特
別
徴
収
金

金
十
万
円
、
国
鉄
瀬
棚
線
殉
職
者
慰
霊
国
保
会
計
施
設
勘
定
で
は
、
病
院
事
を
徴
収
す
る
場
合
内
負
担
金
的
頒
や
徴

碑
建
語
交
付
金
+
万
円
、
有

珠

山

噴

火

業

費
用
に
四
百
七
十
万
円
が
追
加
さ
れ
、

収
方
法
を
定
め
た
も
の
で
す
。

器移
gzm穿
zzzzzzzzzzzz謹
語
zzzm謹
z
z
mmmmzmzmmmmgzzzzzzzzzzmm重
量
輩
重
量
髪
形
zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz喜
多
〆

し
務
総
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
〈
〉
季
節
労
働
者
の
雇
用
保
険
金
は
五
十

い
る
が
作
業
が
遮
れ
て
い
る
.
今
後
こ

日
給
付
と
い
う
厳
し
い
現
況
だ
が
、
冬

れ
ら
の
条
件
を
共
倒
し
た
う
え
で
早
期

期
間
の
就
労
対
策
を
早
期
に
計
画
す
る

苅
工
に
努
め
る
が
、
受
話
布
負
飽
が
伴

考
え
は
H
H
昨
年
は
緊
急
対
策
と
し
て
除

う
だ
け
に
住
民
的
理
解
と
協
力
が
必
要
雪
、
つ
る
切
り
卒
業
ル
九
打
っ
た
が
、
本

な
の
で
、
お
よ
そ
五
+
五
年
度
に
な
る
年
度
は
h
h

、
期
間
に
で
き
る
も
の
は
町
事

で
あ
予
ヲ
。
排
水
盤
備
は
明
年
度
当
初
撲
で
推
進
し
早
い
時
期
に
就
労
に
努
め

に
刑
聞
し
て
万
全
を
図
り
た
い
。
る
。
ま
た
、
生
活
資
金
も
利
用
状
況
を

。
国
保
病
院
改
築
計
画
が
後
順
位
に
主

卦
慮
し
戸
当
ワ
貸
出
航
も
検
討
し
た
い
.

っ
て
い
る
現
況
、
単
独
の
町
立
歯
科
診

O

中
学
生
す
べ
て
が
進
学
で
き
る
よ
う

療
所
を
建
設
す
る
考
え
は
H
H
本
町
同
開

桧
山
北
高
の
間
口
を
増
大
で
き
な
い
か

常
喜
一
一件
を
調
査
し
て
み
る
と
歯
科
思

1
昨
年
、
本
町
内
高
校
導
牛
牟
は
九
O

者
は
約
六
十
人
程
度
で
、
そ
の
もっち
約

二
%
と
楠
山
管
内
で
は
平
日
だ
。
今

六
O
%
が
本
町
住
民
で
残
り
は
他
町
内

年

桧

山
北
市
町
全
日
制
に
入
学
し
た
一
一

忠
者
が
占
的
て
い
る
.
住
民
的
袈
盟
、
百
七
十
人
に
対
し
、
本
町
在
荘
生
徒
は

側
々

の
治
療
質
的
負
担
、
町
財
政
上
向

百

十

一
人
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
公

開
地
主
ど
同
保
改
築
と
合
せ
て
削
査、

立
高
校
の
総
合
選
抜
制
の
導
入
も
検
討

検
討
し
た
い
。
な
お
、
幼
児
期
か
ら
の
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
高
校
内
再
編
成

む
し
曲
予
防
は
積
極
的
に
推
進
す
る
。

と

と

も

に
総
合
的
に
対
処
し
た
い
。

般
会
計

千

一百
六
十
万
円
を
追
加

川

O

一
般
会
計
補
正
予
算

川
歳
入
笹
山
そ
れ
ぞ
れ
六
千
二
百
六
十

川

三
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
釘
総
制
は
ニ

川

十

一
億
五
千
四
百
五
十
八
万
二
千
内
に

川

な

り

ま

し

た

。

川
追
加
の
お
も
な
も
町
は
、
土
地
改
良

川

賀

町
災
害
設
討
委
託
料
に

一
千
三
一
百
五

川
十
万
円
、
道
路
排
水
施
設
業
川
工
事
白

川

一
千
三
百
四
十
万
円
、
街
路
盤
備
工
事

川
賀
七
百
十
九
万
五
千
円
、
中
央
線
歩
道

川
孫
宮
防
護
工
弔
向
日
凶
百
七
十
九
万
円
、

7
.
4

小
中
学
校
校
合
、
住
宅
修

会

綿
料
四
百
五
十
五
万
円
、
新

御
影
線
側
構
工
事
資
二
百
九

十
七
万
円
、
南
停
車
場
総
朋

地
購
入
費
二
百
九
十
四
万
円

今
金
町
股
革
開
発
協
議
会
良

川刊盃
二
百
五
十
五
万

一
千
肉
、

道
路
災
記
設
計
委
託
料
二
百

四
十
万
円
、
道
路
補
修

・
河

川
災
害
用
重
機
借
上
秤
二
百

九
十
九
万
円
、
山
手
線
舗
装

工
事
告
百
二
十
万
円
、
臨
時

今
金
駅
裏
白
停
車
場
南

通
り
樹
路
事
輔
は
二
年
継

続
で
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。一

町
民
ぐ
る
み
で
ス

f
l
y
仮
興
に
取

り
組
ん
で
き
た
今
金
町
体
育
協
会
(
会

長、

A
F
野
伝
さ
ん
)
が
五
十
二
年
皮
肉

社
会
体
行
使
良
団
体
と
し
て
附
れ
の
文

部
人
図
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

大
臣
表
彰
は
、
毎
年
体
行
向
日
に
ち

な
み

『体
育
の
普
及
に
武
献
し
た
例
人

団
体
』
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
道
内
で

は
品
尋
町
が
た
だ
ひ
と
つ
の
団
休
日
に

逃
ば
札
た
も
円
で
す
。

A
f
A
川
町
体
行
協
会
は
、
戦
後
ま
だ
人

心
が
安
定
し
主
い

-
1
4ー
に
他
山
崎
で

明
る
い
町
民
的

生

虫
ぬ

っ
て
発
足
、

そ
の
後
、
辺
出
上
町
附
鰍
さ
を
来
り

き
る
た
め
組
織
も
航
極
的
に
検
討
、
四

十

一
年
に
会
則
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
は

市
街
地
全
町
民
が
会
日
に
な
り
、
会
山
口

も
町
内
ム
岳
町
中
か
ら
全

一戸が
良
川
刊
し
て
い
ま
す
.

こ
う
し
た
町
民
ぐ
る
み

肉
体
育
向
上
告
伺
ざ
し
た

方
針
は
、
他
町
に
先
が
け

て
町
民
体
力
テ
ス
ト
を
始

め
た
り
、
井
柿
ス
ポ
l
y

教
出
¥
町
民
巡
励
会
、
ス

ポ
l
y
少
年
同
町
育
成
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
町
持
及
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
陸
上
、

野

第
三
同
定
例
町
議

会
は
九
月
二
十
八
、

二
十
九
日
町
二
日
間
聞
か
れ
、

一

般
会
叫
叫
削
正
干
幻
な
ど
活
援
八
件

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
う

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
‘
昭
和

五
十
一
年
度

一
般
会
「
汁
主
ど
四
会

計
的
決
釘
必
定
は
、
決
算
特
別
委

只
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
.

ー町民ぐるみの参加

一
に
賞

一
会
臣

一一
刊
紙

一
体
克

一町
の

…
金
れ

一今
晴

一一一内M
総
合
体
育
館
で
広
が
る

ス
ポ
ー
ツ
の
輸
は
明
る
い

町
づ
〈
り
の
原
動
力
に

下
水
道
の
早
期
着
工
を

二

議

員

か

ら

一

般

質

問

定
例
町
議
会
で
町
政
に
対
し
て
湯
浅

議
只
、
渡
部
議
官
H
か
ら

一
般
質
問
が
あ

り
、
町
長
と
教
育
長
が
回
答
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
舎
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈〉
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
の
基
盤
と
な

る
排
水
側
溝
及
び
下
水
道
整
備
計
画
の

具
体
的
な
着
工
年
度
は
い
つ
が

1
下
水

道
卒
業
に
つ
い
て
は
総
合
計
画
の
策
定

で
総
事
業
資
一二
十

一
位
余
を
見
込
り
、

五
十
五
年
度
ま
で
の
五
ヵ
年
計
画
で
は

五
億
九
千
方
向
を
計
上
し
て
い
る
。
こ

れ
が
推
進
に
あ
た
っ
て
は
先
に
用
途
地

域
の
指
定
を
受
け
た
後
、
都
市
計
画
卒

業
の
認
可
を
仰
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
‘
昨
年
よ
り
用
途
地
域
調
査
を
実
施

球
、
ス
キ
l
パ
レ
、
パ
ス
ケ
y
ト
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
卓
球
、
庭
球
、
剣
道

柔
道
、
空
手
、
相
岡
山
そ
れ
に
山
岳
と
い

っ
た
専
門
部
が
広
範
聞
に

F
民
を
推
進

す
る
一
万
、
町
民
ぐ
る
み
の
ス
ポ

l
y

大
会
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
レ

ク
リ
ェ

l
ン
ョ
ン
大
会
な
ど
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
。
昨
年
五
月
オ
ー

プ
ン
し
た
広
い

総
合
体
育
館
町
会
場
も

奪
い
合
い
を
す
る
ほ
ど
の
活
動
よ
り
で

す。
こ
的
成
川
市
は
対
外
1
4
A
H
に
L
枇
わ
札

て
お
り
、
毎
年
川
か
れ
る
道
民
ス
ホ

y
大
会
で
は
有
数
の
成
制
を
残
し
、
こ

と
し
は
苛
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
全

神
丘
地
集
電
話
が

一
般
市
山
話
へ
の
促
進
が
望
ま
れ
て
い

た
地
域
集
団
屯
訊
が
、

4
7
金

屯

悲

話

局
、
函
館
氾
気
通
信
部
門
計
画
に
よ
り

昭
如
五
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
神
丘
地

区
地
集
屯
訊
を

一
般
屯
活
に
切
り
仲仕

え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
内
地
版
民
間
氾
吋
門
川
は
昭
和
四
十

二
年
度
か
ら
年
次
ご
と
に
ぷ
泣
き
れ
.

民
訴
の
経
済
活
動
や
文
化
生
活
向
向
上

に
役
立
っ
て
い
ま
す
が
、ド
U
U
J

届
需
要
の

増
加
に
伴
い
緊
急
時
的
使
用
に
不
便
を

生
ず
る
戸
が
山
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

九
品
川
散
乱
川い川
で
は
、
こ
う
し
た

地
域
内
要
望
を
桝
川
す
る
た
め
の
地
ぷ

拡
充
計
問
を
立
て
、
近
距
離
円
神
丘
地

道
大
会
で
催
勝
L
、
初
の
全
同
大
会
出

場
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
家
族
〈

る
み
で
ス
ポ
y
に
税
し
み
、
明
る
〈

収
か
な
町
ア
、
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
将
U
町
受
賞
祝
代
会
が
十
月

十
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
七
イ
人
の
関

係
者
や
来
貧
が
参
加
し
て
聞
か
れ
、
こ

れ
か
り
の
ス
ポ

l
y
振
興
的
発
展
を
円
、

い
A
H
い
、
続
い
て
今
別
会
民
か
ら
次
的

廃
代
体
協
会
民
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

守
初
代
会
長
八
怖
政
尚
マ
二
代
目

川
山
必
三
郎
マ
=一
代
目
伊
藤
川
=一
郎

マ
四
代
目
丸
山
九
内

般
電
話
に

区
か
ら
改
良
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
神
丘
地
区
は
全
部

一
般

百
話
と
な
り
、
地
取
氾
話
は
廃
止
さ
れ

ま
す
の
で
、
加
入
も
れ
の
な
い
よ
う
ご

切
泣
く
だ
さ
い
。

ない相
、
一
般
氾
ぷ
に
切
り
伴
え
る
た

め
町
詳
細
は
、
後
日
説
明
会
を
問
〈
子

定
で
す
が
、

一
件
当
り
の
負
担
仰
は
ほ

針
八
万
川
千
円

(設
備
科
六
万
阿
千
円

似
券
二
万
阿
)
で
、
山
川
券
を
売
却
す
る

場
合
は
六
万
八
千
円
位
皮
に
な
る
見
込

み
で
す
。
負
抑
制
的
納
入
は
明
咋
一

月

下
旬
町
子
定
で
す
の
で
、
不
明
な
山
が

あ
り
ま
し
た
句
、
役
場
企
阿
深
へ
お
問

い
合
せ
〈
だ
さ
い
。

(2 ) 

、
ノ
'
宵
青
貝

〈

言

車

今
金
町
農
民
連
山
か
ら
出
さ
れ
た

「
五
十
二
年
陣
内
米
町
全
日
出
口
一人と
r
i

卜
三
年
度
稲
作
転
換
目
線
町
指
示
に

閲
す
る
心
願
」
が
保
択
さ
札
、
町
議

会
か
ら
関
係
機
関
に
対
し
要
望
な
日
比

古
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

。

意

見

五
議
民
か
ら
山
さ
れ
た
寸
老
船
お

医
療
保
附
制
皮
肉
抜
本
改
革
に
附
す

る
嬰
噌
U
日比
代ハ
」
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
.

委

員

会

審

査

報

告

定
例
町
議
会
に
お
い
て
総
務
・
建

設
常
任
委
以
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情

円
帯
内
紡
川
市
が
、
次
の
よ
う
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

〈品
時
秘
仏
山
任
委

μム晶

マ
野
球
場
円
建
設
に
つ
い
て

刷
制
定
妥
当
と
沼
的
採
択
、
こ
江
町

実
現
に
努
力
さ
れ
た
い
。

マ
純
川
地
区
山
以
内
活
川
に
つ
い
て

帯
作
資
料
税
仰
の
た
め
継
続
稗
告

を
市
ー
す
る

{辿
戸
d
J
H
山
任
委
見
合
V

マ
位
川
駅
前
横
断
道
路
内
政
備

市
中
道
と
し
て
は
事
故
発
生
町
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
町
は
関
係
部
活

及
び
交
県
支
工
推
進
機
関
と
宮
掠

な
辿
隙
と
協
力
に
よ
り
内
勤
市
可

同
市
制
的
交
通
組
制
を
合
的
、

交

接
官
全
一
歩
則
す
べ
き
で
あ
る
。

( 3 ) 



町
は
、
第
一
一
回
定
例
町
品
会

で
昭
和
五
卜

-
年
皮
肉
，
般
会

引
を
は
じ
め
τ
特
例
会
出
川
町
法

問
認
定
を
求
め
ま
し
た
。

現
点
、
決
却
特
別
香
川
会
に

付
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

お
も
な
内
符
と
今
年
皮
肉

F
野

執
行
状
況
を
合
せ
グ
ラ
フ
と
必

で
ご
紹
介
し
ま
す

一・・司・・・-

51年度、30億円の町の決算

投資的経費に 9億 6千万円

17% 教育費19%、土木費固町税(1億 9千万円)は 9%

地方交付税で37%占める
@ 

〈歳出〉

額い738.4以下Pl) 2川副HJI 

flI ') 43.173叫

372.575 f-II) 

昭和52年度一般会計の予算執行状況

入〉

総

〈歳

， 19蜘 l十円}

{ 189関"内
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額
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自動 幅取得隠
交付悦
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旭 !j.11 '}悦

208.259予阿， lH，6J6千円}

3<1.5∞千円{ 10，675千阿}

J2:i日 間間(醐。岨子同}

33屯6.115千円{倒的。千円1I 生民9.3Z!¥千円){5似X>r阿{

51年度のおもな卒業

('れiιJiPJ)

: K~業情造改善~>$ 15，042 : 

:学校給食セン}'-.ill，泣 12，209 : 

: lml!iJ十回事業 7，948 : 

:引の下怖架換 3，753 : 

t i" ~j也成道路除可 3，669 : 

1出lJ;lT線道路改良 3，309 

;イ 7 ヌエル線道路改良 2，841 

l 八IR小屋内運動場主lL世 2，771 

1公;;i'f主主主敷J也購入 2，764 

:本村橋匁換 ~， 757 

l山村地域特別対策 J>業 1，891 

1 dlE校線道路改良 1，577 

; (主 JT生活改善センタ一位1世 1，516

: P!'Ji 6線線道路改良 1，494 

i町有林造林整備 1，279 : 

:尚工|丹地 南栄町側鴻務備 1，249: 

: i'l.fi線道路凍五つ1;:ll)j止 1，200 : 

;今世・八束小環境監備 1，169 : 

:山下線外道路舗装 1，165 : 

J鈴l司会館建設 し日85: 

: ~Ul線用地 il!lJ lli: 825 

1 尚昆公悶造成

: I~~!U 線道路改良

町民 l人当

ー般会計 221，585円

:町税負担 20，142円

1 本質 42，823円

:教 il lJ 38，562円:

;山林水産業資 33，911円:

:民生 H 28，516円:

:消防費 7，363円;

: I，!I 生賀 5，314円;

55.5S2 r円

!ln子p，
( 20.654 HII 1 

300千円}

1I 
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生

働

ifi 

労

泡 Ji~ H 悦

交通安全片策
特別交付純

分但金及びnm金

867.308 1'-111 ( 622.815予肉}

1.3116千円(

〆~-'; 計 別 区分 出 拝 街i 叫制的措置

よ持 人 2，125，557 z盟11q~へ桂昌 11，151 

一般会社 歳I!l 2，102咽406

叫制 23.151 )，H骨組人 12，帥O

同保 l'Z 成人 370，615 官年度へ雌組 7，佃l

~ï /1¥ 3.56.414 

1年 勘 A ~~ 1ft 14，201 J.~~I?:輯入 7，200 

別 凶{早施ぷ 収入 478句955 '盟IN!U、処分.fll益来余

主:1¥ 437，651 

λ~ 勘 A 拙制 41，304 告として雌飽 41，304 

，:t 簡易水 ili 収入 78，735 !世.1f.J文へ輯也 859 

~ 11¥ 76，876 

'1'茸全 Jl ~~制 1，859 ^\~魅入 '.側JO

歳入 3，053.回 2 盟'Hltへ雄組 60，315

ムu ~t ~1): 11¥ 2，973司347

技省ri 80.515 J，¥世純入 20，200 

T円)位

昭和51年度会計別決算額昭和51年度一般会計歳入歳出決算の内訳

出〉{歳入〉

:161.1配下f11(17.3ヲ61

〈歳

型 2斗

217.580HI 

15.377 Fド!

482.833 Hl! 

80，0-13 r-II) 

328.719 r川

71. 776 r-川

¥48，686 f門
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内"収人 llllii内.. 

c::::;:コ l'制刊を4、す

( 48，1)63千川)

( 11，880l円 )

{鉛 364f-lll ) 

( 52.703千阿}

( 137.614千円 1

( 21.62.¥千円】

( 51.566千円)
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脅
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子
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エ

倒

偏

本
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育

土

E宵
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ハμ 

閣使!UfW.ぴ予舷料

it 

金

4祉

入

{内

悶 1oft:'.i:111 ii' 

週五出金

附属候収入

陥t

人

" 
" 

3予

e健

繰

，;r. 

.， 

11.151千阿 { I J.l51乎例)

鎗3予防}

ぬ8.015[-111 { 71.834千円}

3，152予防}

25.285 T-J11 { 12，478千阿}

謁 l蜘 f-III{ 16四千円)

121.761千円 ( 25.957千阿)

14.U!I子門( ]0，186千円)

¥0千問(

7，492 f-I'] ( 

剖 2，200f川

20ぽXlT-I']

としの町の財政(r匂)
おS.岨 千円(17.4%)

j 本 n787.319 r'Pl (J7.0%) 

地万交付悦

、，
」ー

4月から始まった昭如52年度も約半年が過ぎました.

町民のみなさんに、町内台所がどのようになっているかを知

っていただくため、 今年皮肉一般会計予算執行状況をお知らせ

Lます。

昭和51年度一般会計

歳出決算性質別比較図
810 

(4 ) 

795 

りの決rrは

?芯

13，504，348m' 

51 ，313m' 

29，746m' 

3，354千円

34台

149，342千円

(52. 3. 31~比 1101

在

町有財産の内訳

現分

地

建 物

立木

出資による権利

車 柄

基金

区

土

(52.3.31 現在}町債の状況

昭和52年度町税の収入状況

(単位千円)

税の区分 調定相 収入済制 収入ヰ:

a〆6
町 民 1見 90，908 58，049 63.9 

凶定 資 産税 65，961 40，867 61.9 

自町有村宜資産付等金所納在付市金 10，445 6，077 58.2 

軽自動 車 税 2，762 2，612 94.6 

た l;fこi1i'{f 1.見 15，498 12，470 80.5 

電気 i1ス脱 4，256 4，256 100.0 

木材づI~~税

特別土地保有税 20，285 20，285 100.0 

計 210，115 144，616 68.8 

( 5 ) 



知事賞に輝く
全道小中学生交通安全

ポスタ ーコンクール

喜びの中里小・中学校

4年連続毎
年
、
道
共
済
農
協
述
が
主
催
す
る

「
全
道
小
中
学
半
交
通
公
金
山
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ル
L

で
中
里
小
学
校
内
藤

本
工

(
一
年
生
)

が
令
貨
の
知
事
バ
に

選
ば
れ
た
ほ
か
、
十
五
人
の
子
ど
も
た

ち
が
入
選
し
て
大
菩
び
で
す
。(写
真
)

中
型
校
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま

っ
て
以
来
、
ザ
校
ぐ
る
み
で
応
募
し
、

第

一
回
か
句
連
続
知
定
凸
を
受
け
て
お

り
、
ん
し
川
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
一

一年
述
統

金
釘
と
優
秀
学
校
賞
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
今
出
町
入
賞
有
は
、
知
私
此
に
即
時

本
工
右
、
金
れ
に
原
い

一
郎
羽
(小一

)

山
凹
政
人
君

(小
川
)
原
香
代
千
さ
ん

(小
五
)
称
在
樹
君

(小
六
)
伊
藤
政

子
さ
ん
(
小
-一)
円
五
人
、
銀
引
に
U
H

々
木
春
美
さ
ん
(
小
二
藤
本
理
む
さ

ん
(
小
三
)
辿
藤
明
い
え
さ
ん

(
中

一)

町
三
人
。剣
抗
が
伊
藤
巾
夫

f
さ
ん
(小

一
ニ
)
ほ
か
に
六
人
が
佳
作
と
全
校
二
十

二
人
向
児
屯
、
中
川
従
町
、
っ
ち
、
ー
し
ハ
人

が
入
選
す
る
成
制
に
、
桁
導
に
当
た
っ

た
先
生
た
ち
も
忠
び
で
い
っ
ぱ
い

。

佐
竹
淳

一
校
長
は

『ポ
ス
タ
ー
を
州

く
こ
と
で
交
通
安
全
へ
の
心
椛
え
が
、

教
域
か
ら
地
域
へ
と
広
が
リ
、
大
人
た

ち
も
児
市
も
伐
左
反
射
材
を
百
観
的
に

必
用
し
て
い
ま
す
』
と
う
れ
し
そ
-
7
0

ま
た
.
交
岨
J
K全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ル
の
ほ
か
に
、

「行
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
町
一
っ
と
し
て
、
同
館
地
万

九
行
委
以
会
が
竹
内
町
小
中
小
い
を
灯
忽

に
募
集
し
た
償
訴
入
り
ポ
ス
タ
ー
展
に

も
仲
町
幸
子
さ
ん

(中

二

が
u
h怯
秀

川
、
七
人
が
化
凶
作
に
人
選
す
る
と
い
う

す
ば
ら
し
い
成
印
刷
で
、
ニ
イ
三
人
の
子

ど
も
た
ち
は

「他
的
教
科
で
も
が
ん
ば

る
ぞ
F

」
と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

0ì1í'llt~;M: J: 'D 
買物の目安!こ食肉の適正表示

食肉の1::"示を適叫に Lて、 ii'jj白

者向此WJを'(ii 1品{-}の 11'~~にしよ

ヲーと. 9 H 10日公正取引委只全

は北海ìú企肉開境衛生問主主~l{-t-か

りlJlきれていた納食肉の点出に|目

する公jEl瞳辛子組約"を認定して古

示しま Lた。

この良I勾円五1/'規約は、 般の

消11j可が』直iEId:J:ij，¥，'，をMた〈でき

るようにする二とと $判的不当

主存'J1 i.-防 11して公正な版必競争

を出すニとによって消11i?I"(~，，(Q を

はかるニとカf日{内に主っています

こ町た的 立内町長~はんltÜ田に

陳列する tt，rI，ごとに、);.示カ ド

を使ってfO先l町仰ilNと剖H:止や用途

llt 11と 1002当リ町1面杭。包琵L

たLのは同期と包装年nuや1111工

所目所在地と J'Hr:打色。出介食肉

はその?見合比!t~町多い附に 1<示す

る固附人同lはその旨を表示するこ

となどを必要K"戸 J;閣にきめてい

ます.

こ札ら円規約を，c全にソと地する

ため、$昨で公jEJf:'::'JI tlil.司会を設

けて ζ的表示蝿約を周知徹底さ

せたり 消'l1j円か均的苫tt'l処里flな

どの 1'1主脱出lをすることになって

います.

( 6 1 

美
利
河
橋
の
カ

l
ブ
が

デ
ン
ジ
ャ
ー
に
ソ
l
ン
に

本
町
内
美
利
河
怖
か
ら
百
山
商
庖
前

向
同
巡
回一七
七
号
制
が
‘
ニ
の
ほ
ど
道

内
か
ら
交
通
事
故
続
出
向
危
険
地
域
に

指
{
正
さ
れ
よ
デ
ン
ジ
ャ

l
ゾ
ン
仰
の

際
川
叫
が
t

斗
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
問
縫
の
境
界
線
か
ら
下

っ
て
円
山
商
山
川
前
向
山
線
か
ら

2
カ
ー

ブ
で
尖
利
河
怖
を
辿
過
す
る
辺
同
町
で
、

つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
や
す
〈

問
ト
九
年
と
昨
ー
に
は
、
情
的
側

F
に

衝
突
し
て
二
人
的
死
者
を
山
山
し
、
今
年

む
事
ど
う
し
が
衝
突
し
て
い
ま
す
。

デ
ン
ジ
ャ

l
/

ン
の
指
定
は
、
こ

う
し
た
危
険
地
域
を
運
転
者
に
件
告
す

る
阿
川
品
川
主
仏
て
て
、

一
層
的
注
立
と
安

全
逓
似
ゃ
向
び
か
け
る
も
の
で
す
か
ら

た
だ
の
危
険
回
刷
局
と
し
て
見
の
が
さ
ず

卜
分
注
志
し
て
安
全
巡
転
向
励
行
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

-踏切り事故防止にご協力を

j主近、記地 'J'放の附加とと Lに

g許υ1)'j時世が11だっています。

1"1助lj.i.町巡転再はむちろんJj;行

再 L踏切'Jjijj行の際は.止のことを

1勺て安全な通行をしましょう .

p 附切では‘ 時停止 L、L，イ了町

'b.:ゴ三を似 i出しましょう 。

t> ylj"止の jillL~ は見かけより辿、、む

のです。??報慨を栴悦 Lた椴断

はやめて〈ださ L、。

b組問内J岨行r:止且び;0:石、投行

事的列Jlllí}j ~g'J';.故は、幼児ゃ，j、

F生のいたず b が多いので、 f守

主庭では f供向遊びに注立し

級品付近で遊ばせな t、.

.年末の郵便振替はお早めに

例年年末になりますと郵f~根幹

での送金事務が明加 Lます。郵[史

品i杵 口座へ円払込、正礼金払、[leモ

m伎町ご和l川は、お早めに(1211

'1'旬ごろまで)送金川'j;Jどの干続き

を済ませて〈ださい.

(函館地方貯金日)

.11月白休日当番医

今金町 í~~ !I! [民院E②0324

北柏山町同保病院宮<;D5321 

今全町百四医院E ②0324

今金町国保病院E ②0221

今金町岩11¥11創立宮②0057

Jヒ的山町田保病院E④5321

口
川
川
口
口
U

H

n

H

u

n

U

3
6
u
m
幻

幻

きをすませま Lょう。

.職韓訓練生を募集

山館総合I~':j亨職業 ， JII帥校では 52

年皮肉J可制1'1:.を止により募集 Lて

います。

t> ，J'I拍手十11 機械料、配包 H、峨

34物鉄にH.'，[1:勾 !こJ'i.料、木工

科、 明以千十て司法礎，，~~引が 1 午、

I:':i‘'ly，;-l，l!f'I'，が 2.11です 。

p人校J'柏 義務教ft修了以 lーの
'7力をのする人で、井{本~1ì他、

古 ι曲I，'jlな入。

p人枝子続き 公共月，~C'Il安定 J 'l r に

ある ，'r主lir52'I'Il)J1日ヵ、 句53

年 1月31日までに当校又は峨'$;

安定所に保山のこと.

bその他流 Lいことは本校か刷安

にお I~J ~、 1Fトせください。

・天気予fj)ðJ~'イヤルは 177番
ノト金地域的天気予械がJOI17日

カら屯l活で1m~ことができます。

かけかたは 17 7 I.!けダイヤル

Lます。料金は一般Ili内通話と同

~~'3 分ζ とに 1 0p:j です. また、地

域集団屯~，rj か句は0 177をダイヤル

Lます。花石町一向』了l正話からは d-i

外に巾し込み、料金は 3分まで15

1司、 I骨片)すごとに 5)II加tlです

ダイヤルは番号を般的途中で止

めず続けてまわしましょう.

く今金ι立担i屯訴)，;j>

-国民年金の未加入者は手続患 を

同民句全は、 20';"置かり59';');:まで

町1'1本I"JKで }手'l=. {I~金など他的

公的な司令制度に )111入していない

すべての人が加入する年金制度で

す.このIlifl¥.':.年全へIJII入 L、.l!;附

{I:金を受けるには 60歳までに25

年 (11百千1l5iド4111日以前に '1三ま

れた人は、 '1附により 10年から24

'1に短縮される)以 1保険料を納

グ3主ItI'l l~ なりまぺt ん。し たカeっ

てl玉11UF金へ加入しなければな句

ない人で 35成町人は いますぐ

)111入の干就きをとり、保険料を納

めていかなければなりません。

と円年金制度にも加入していな

い人は、 IJilil!:年金へ}III入しなけれ

ば、将来 どこか 均む 年金が受け

りtlないことになりま'j-。

このようなことにならないよう

いますぐ役場年金j，f，で加入町下杭

盛
大
に
十
周
年
記
念
大
会
聞
く

⑥⑧⑧⑧⑮ 

日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
今
金
支
部

て
も
、
「
し
っ
か
り
野
球
し
て
ら
っ
し

ゃ
い
J
と
は
、
税
は
ま
ち
が
っ
て
も
い

っ
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

遊
び
に
夢
中

に
な
れ
る
子
は
幸
い
で
す
。
帰
っ
て
き

て
、
野
球
で
ヒ
y
ト
を
打
っ
た
実
況
報

告
を
耐
酬
を
糊
か
せ
て
報
脅
し
、
勉
長
へ

の
意
欲
を
示
す
の
で
す
。

親
は
、
「
遊
ん
で
ば
か
り
い
な
い
で

マ
遊
び
の
中
で
社
会
性
が
育
つ
の
で
す
0

・
」
「
7

ン
ガ
ば
か

り

見

な

い

で

テ

ス

ト

同

点

数

に

こ

だ

わ

る

親

子

」「テ
レ
ビ
ば
か
り
見
な
い
で

J

ど
も
の
組
み
合
わ
せ
が
、
ク
ラ
ス
で
は

と
く
つ
か
え
し
て
子
ど
も
に
い
っ
て
い
ま
っ
た
く
人
気
の
な
い
子
と
い
う
レ

y

な
い
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
の
方
も
、
帰
テ
ル
を
は
ら
れ
る
の
で
す
。
「
う

っ
た
ら
、
ま
た
、
勉
掻
勉
強
と
い
わ
れ
ち
の
子
は
よ
く
で
き
る
の
に
、
な
ぜ
ク

る
ー
ー
と
思
い
な
が
ら
十
分
遊
べ
な
い
-
フ
ス
委
叫
に
な
れ
な
い
の
だ
ろ
う
」

で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
親
の
悩
み
が
あ
る
の
で
す
。

V
遊
び
に
集
中
さ
せ
る
コ
ト
で
す
。

協

力

す

る

、

資

任

を

来

た

す

。
が
ま

そ
札
が
、
気
分
を
一
新
し
て
勉
強
に
ん
す
る
、
定
見
を
述
べ
る
な
ど
は
、

集
中
さ
せ
る
コ
ト
に
結
び
つ
く
の
で
す
。
遊
び
の
中
で
身
に
つ
い
て
い
く
の
で
す
固

子
ど
も
は
遊
ん
で
い
る
よ
う
で
、
税
の

机
に
向
か
っ
て
は
で
き
な
い
勉
強
で
す
。

コ
ト
パ
が
気
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
特
に
低
学
年
内
子
に
は
遊
び
に
集
中
さ

だ
か
ら
子
ど
も
が
遊
び
に
出
て
行
〈
と
せ
る
親
的
知
忠
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

き
で
も
「
雅
英
、
あ
ま
り
、
退
く
ま
ま
た
、
遊
ぴ
町
中
か
ら
創
造
力
も
育
つ

で
遊
ん
じ
ゃ
ダ
メ
で
す
ヨ
。
わ
か
っ
て
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
ヲ
に
。

る
の
ヲ
」
と
戸
を
か
け
る
コ
ト
は
あ
っ

(神
丘
小
ザ
校
長
西
里
山
事
)

j

j

i

-

-

i

i

 

E
感

謝

し

ま

す

・

マ

神
丘
申
告
警
会
五
千
五
百
円

有
株
山
噴
火
災
担
必
保
金
に
は
、
町

マ
紳
丘
荷
台
部
沼
会

一
千
五
百
問

民
み
な
さ
ま
町
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を

マ
鈴
問
第

一
部
落
会
六
千
五
百
問

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
中
笠
間
部
落
会
五
千
円

九
月
十
七
日
か
ら
十
月
七
日
受
付
分

マ
八

鈴

部

務

会

九

千

円

は
次
的
と
お
り
で
す
。

マ
八
鈴
実
行
組
合
九
千
円

マ
花
石
老
人
ク
ラ
ブ

マ
金
原
若
袈
会
一
同
七
千
二
百
問

マ
住

古

老

人

ク

ラ

ブ

先

月

号

ト
苓
服
部
品
は
六
千
五
百
円

マ
住
吉

郎

議

会

の

誤

り

で

す

。

訂

正

し

お

沌

び

し

ま

す

。

ト
惜
迎
的
水
山
川
口
、
夕
食
を

終
え
て
町
民
セ
ン
タ
に
集

ま
る
詩
吟
ク
ラ
ブ
の
み
主
さ

ん
は
、
お
母
さ
ん
か
」
ワ
f
供

た
ち
ま
で
仲
間
入
り
し
て
な
ご

や
か
な
練
判
を
行
っ
て
い
ま
す

第
二
コ

i
ス

遊
び
も
時
に
は

勉
強
の

一
つ
で
す

一
万
三
百
円

九
千
円

五
千
四
百
円

刊
川
昨
教
d
ー
が
聞
か
れ
た
の
は
昭
和

間
十
年
、
当
昨
今
世
布
校
内
小
北

先
生
が
公
民
館
活
動
と
し
て
始
め
ら

J
 

れ
、
現
年
に
は
日
本
川
昨

y院
の
A
J

金
支
部
と
し
て
発
足
。
地
道
主
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
瀬
棚
、
北
附
山
町
の

愛
好
者
も
含
め
五
十
人
町
会
見
に
な

り
、
十
月
卜
六
白
に
は
支
部
例
立
十

周
年
記
念
の
昨
道
大
会
を
町
民
セ
ン

タ
ー
で
聞
き
ま
し
た
。

(写
依
ド
¥

会
場
は
辺
本
部
や
十
一
一
地
持
支
部
か

り
六
」
1

人
的
米
一
誌
を
迎
え
て
、
次
々

に
吟
詠
を
行
い
剣
舞
時
、
歌
山
吟

主
ど
花
や
か
な
特
別
鼎
組
や
新
し
〈

で
き
た
支
部
旗
も
舷
露
き
札
、

A
J
金

支
部
の
意
気
込
み
を
一帯
し
ま
し
た
。

( 7 1 



事
業
主
の
生
活
保
障
に

従
業
員
向
退
純
金
は
今
や
市
識
で
す

が
、
事
業
主
で
も
退
職
す
る
と
さ
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば、

第

一
似
を
引
返
す

る
、
病
気
や
万
一

の
こ
と
で
経
営
を
閉

鎖
す
る
主
ど
白

い
ろ
い
ろ
主
地
合
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
仰
に
そ
な
え
て
事
業

主
的
生
活
安
定
を
は
か
る
退
職
金
制
度

そ
れ
が
問
で
つ
〈
ら
れ
た
小
企
般
企
業

共
的
制
皮
で
す
。

小
規
校
企
業
共
一
同
制
皮
肉
運
営
は

国
が
全
館
を
出
資
し
て
い
る
小
川
崎
版
企

業
共
術
事
業
問
が
行
っ
て
お
リ
、
共
消

金
な
ど
の
支
払
い
は
安
全
確
実
で
す
。

将
来
に
そ
主
え
て
、
こ
の
制
度
へ
の

加
入
を
お
す
す
的
し
ま
す
。

〈
自
由
業
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
〉

-
出
時
他
用
す
る
従
業
口
数
が
二
十
人

以
下

(商
品
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
ム
人
)

以
下
)
町
側
人

F
業
主
お
よ
び
会
打
、

企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
役

H

-

一
人
あ
る
い
は
家
族
だ
け
で
平
た
を

経
常
し
て
い
る
お
や
弁
尚
南
、
附
議
院

な
ど
H
商
業
の
万

〈
少
主
い
負
担
で
大
き
な
安
心
〉

-
掛
全
は
月
川
で

一
u
T札
口
問
で
設
町

三
万
円
の
純
凶
内
で
内
出

(段
低
千
向

で
五
百
円
き
き
み
)
に
き
め
て
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
後

m

---

減
傾
が
で
き
ま
す

0

・
加
入
者
が
共
消
金
等
を
長
け
る
の
は

①
共
済
金
A
が
支
払
わ
れ
る
場
介

ネ
例
入
卒
業
主
が
卒
業
を
や
め
た
時

e

役
只
が
、
そ
の
法
人
内
解
散
に
よ
リ

役
H
H
を
や
め
た
時

(死
亡
を
含
む
)

③
共
済
4
5
h
D
が
支
払
わ
れ
る
場
合

障
会
社
等
の
役
只
が
疾
病
、
負
向
ま
た

は
死
亡
に
よ
り
役
只
を
や
め
た
時

.
加
入
者
が
六
十
五
政
以
上
に
主
り
、

か
つ
、
そ
の
矧
全
払
込
年
数
が
J
五

年
以
上
に
な
っ
て
共
済
全
を
け
川
求
し

た
時

③
端
午
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
均
A
n

事
例
人
事
主
主
が
配
偶
布
ま
た
は
イ
供

に
そ
の
事
誕
の
全
部
を
白
川
波
し
た
川

事
会
村
寺
町
役
只
が
、
疾
病
、
負
傷
、

死
亡
ま
た
は
解
散
以
外
の
埋
出
(
改

選
や
任
則
満
了
)
で
迫
峨
し
た
時

{掛
金
は
全
額
が
所
得
控
惨

掛
全
は
全
日
制
が
小
規
模
企
業
生
7
掛
金

位
除
と
し
て
そ
っ
く
り
課
税
対
象
か

ら
住
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

定
的
資
格
者
に
は
、
そ
の

掛
金
の
範
囲
内
で
即
日
に
口
付
け
が
受

け
ら
札
る
岱
付
制
肢
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
句
制
度
内
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
商
工
観
光
課
、
尚
工
会
お
よ
び
金
融

機
関
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

• . 2宜封鎖'~~1l1
一一 :肯式全 一一固-

気
迫
の
』
}
も
っ
た
演
武
大
会

町
内
に
あ
る
や

T

長
辺
、

川
介
泣
の

相
以
が
引
に
会
し
て
制
成
的
此
川
本
山
γ

以
上乍

引
を
拙
n
附
す
る

「・川
式
会
」
が
九
川

じ
日

夜
総
合
体
行
飢
で
~I
T
泣
迎
山
町
村
成
を

U
仙
人
芯
し
て
山川
か
札
、
ド
川

L
斬
り
や
似
川
り
の

'
A
泊
あ
る
妙
此
で
版
取
を
U
U
j
し
て
い
た
.

=広鍛=

トヒベyクス

「

!

!
1

」

一
・
お
母
さ
ん
と
信
号
の
見
方
を
実
習

↑

父

辿

i
k
t
教
'U
を
徹
叫
し
よ

J
!
と

守

九
F

全
幼
叩
川
-
}
〈
ま
ク
ラ
ブ
で
は
、
九

一
川

l
八

H

杭
の
従
岨
久
九
!
川
~
ー
教

一
工
す
市
山
地
で
聞
い

た
。
特
に
刺
し
い

一
略
行
円
叩
川
い
り
慌
の
は
ん
や
少
造
的

4
い
v
品
川
町
町
生
き
心
に
は
今
仏
夜
間
市

h
派
山
刈
の
お
巡
り
き
ん
や
町
父
辿
折

咋
日
の
川
明
を
附
き
な
が
ら
お
叶
さ
ん

L
川
川L
J
U
M
m

七にい及川引
け
し
て
い
た
。

( 8 ) 

国T

所

勝

利

徳

(口
由

一
男
)
大
相
町

人
合
孝
之
(
熊

一
長
男
)
昭
和
町

梅

木

時

「

敏

約

一

一女
)
稲

川
和

佐
川
日
大
肋

(俊
雄

一一
男
)
栄

町

タ

下

存

(他
市

二
女
)
似

町

山
品
川
消
長
松

(向
W

U

H

女
)
崎

町

波
部
心
理
子

(
秋

雄

以

女
)
市
栄
町

山

崎

円

子

(
川川上
人

民

k
)
大恥判断川

内M
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

沢
川
石
川
也

(利
ぷ

良
女
)
大
和
町

沼

合

京

郎

(陀
久

一

切

)

栄

町

内

凶
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

松

村

克

也

(ド

川

以

列
)
北

町

加

雌

澄

雄

川

金

成

絹

代

花

有

党
行
花
小
山
辺
守
令
山
町
役
川
吋
嗣
拙
/
企
一
酬
明
時
広
阻
係

1住民町動捻¥

比ベて

人 11 9ω1:;9 (+ 17) 

リ 4.():n(+ i) 

1;，- .1，ぉ2討(+lil) 

11上川 己.G74 (+.1 ) 

(;;ι;;ぉ::)

山
川
例
制
同
日
機
辺
み
や

f
前

置
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

冗

村

ミ

ゾ

八

二

市

山

口

六

枝

川

サ

ダ

大

卜

拡

大

和

町

川

山

タ

ミ

八

イ

松

緑

町

行

山

石

太

郎

五

十

歳

花

石

山
比
ル
リ
イ

一十

九

歳

栄

刷

地

川

新

泊

じ

i

ぬ

光

ム

川

本

則

初

却

六

l
一成

京

対

丙

川

博

克

十

六

段

付

六

(
八
九
月
分
)

印
刷
/
州

民

門

出

版

引

白

川

加

L 


